















































































































































































































































Ⅱ地域 青森県 岩手県 秋田県
Ⅲ地域
宮城県 山形県 福島県 栃
木県 新潟県 長野県
Ⅳ地域
茨城県 群馬県 埼玉県 千
葉県 東京都 神奈川県 富
山県 石川県 福井県 山梨
県 岐阜県 静岡県 愛知県
三重県 滋賀県 京都府 大
阪府 兵庫県 奈良県 和歌
山県 鳥取県 島根県 岡山
県 広島県 山口県 徳島県
香川県 愛媛県 高知県 福


















































































Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ
冷房設定期間（月）  8 7～8 6～9 5～10 4～11

































年齢 人数 男 女






3～5歳 16.1 31～40歳 35.0
6～9歳 45.6 41～50歳 42.7
10～12歳 30.5 51歳以上 10.7
立地 構造
住宅地 商業地 鉄筋コンクリート 56.3
89.1 10.9 鉄骨造 8.5
居住形態 木造 28.5
戸建 集合住宅 混構造 4.7














度数 1 34 3 34 3 4 3 7 0 2 10 81
％ 10.0％ 42.0％ 30.0％ 42.0％ 30.0％ 4.9％ 30.0％ 8.6％ .0％ 2.5％ 100.0％ 100.0％
2.やや寒がり
度数 0 28 56 139 42 59 19 19 6 10 123 255
％ .0％ 11.0％ 45.5％ 54.5％ 34.1％ 23.1％ 15.4％ 7.5％ 4.9％ 3.9％ 100.0％ 100.0％
3.どちらでもない
度数 3 19 43 101 245 219 92 87 28 35 411 461
％ .7％ 4.1％ 10.5％ 21.9％ 59.6％ 47.5％ 22.4％ 18.9％ 6.8％ 7.6％ 100.0％ 100.0％
4.やや暑がり
度数 0 3 24 32 88 88 128 121 99 94 339 338
％ .0％ .9％ 7.1％ 9.5％ 26.0％ 26.0％ 37.8％ 35.8％ 29.2％ 27.8％ 100.0％ 100.0％
5.とても暑がり
度数 1 3 3 4 13 20 30 28 63 205 110 260
％ .9％ 1.2％ 2.7％ 1.5％ 11.8％ 7.7％ 27.3％ 10.8％ 57.3％ 78.8％ 100.0％ 100.0％
合計
度数 5 87 129 310 391 390 272 262 196 346 993 1395















































































因子 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
Ⅰ
子どもへの配慮
.942 －.226 －.006 .013
.633 －.063 －.011 .026
.493 .273 .156 －.058
Ⅱ
自分自身（大人）への配慮
－.090 .957 －.068 －.015
－.229 .594 .136 .156
.396 .520 －.086 －.097
.383 .484 －.018 .054
Ⅲ
室内環境の維持
－.070 .062 .899 －.142
.083 －.112 .596 .058
Ⅳ
節約のため
.122 －.069 .026 .703
－.055 .058 .000 .633
－.045 .083 －.114 .520
二乗和 3.700 3.689 2.305 3.209




因子 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
Ⅰ 1.000 .672 .359 .546
Ⅱ .672 1.000 .331 .575
Ⅲ .359 .331 1.000 .591
Ⅳ .546 .575 .591 1.000
図16 エアコンの使用日数と「使用を控える理由」との関係
の共通性が0.2と低かったため除外した。残り12項目の
因子負荷量は0.4以上の負荷量を示し，かつ2つの因子に
わたって0.4以上の値を示さなかったので，12項目につ
いて分析した結果を表9に示す。第Ⅰ因子:子どもへの配
慮 は，子どもが体調を崩す，子どもの健康によくないと
思われるなどの項目で高い負荷量が付与された。第Ⅱ因子:
自分自身（大人）への配慮 は，自分自身の健康のために
よくない，エアコンの使用が苦手であるといった自分自身
への配慮，第Ⅲ因子:室内環境の維持 は，室内を閉め切
ると空気がこもるなど室内の空気環境の維持，第Ⅳ因子:
節約のため は，在室者が少なくもったいないなど節約の
ためとなった。
3.4 エアコン使用日数と「使用を控える理由」との関係
図16に因子分析から抽出した4つの因子とエアコンの
使用日数の関係を示す。全体では，子どもの健康への配慮
でエアコンの使用を控えることが「非常にそうである」
「かなりそうである」割合が60％と他の理由と比較しても
非常に高い。しかし，エアコン使用日数別の割合をみると
あまり差がなく，エアコン使用日数と使用を控える割合に
は相関がみられない。これは，使用日数が継続ではなく，
開始日から終了日までの日数であるためと，同居する家族
によってはエアコンを使用する場合や子どもの健康に良く
ないと考え控えているものの，防犯や騒音の理由により窓
が開けられないなどの要因が考えられる。
4.まとめ
本研究は，子どもの熱的な環境について，健康で快適な
居住環境を省エネルギーで実現することを目的としている。
本報では，まず住宅の冷暖房負荷について設定温度を変化
させたときの年間のエネルギー消費量について分析し，以
下のことが明らかになった。
・冷暖房設定温度を1℃緩和すると，年間の冷房負荷は木
造，RC造とも約10％の削減となる。暖房負荷は木造
で約13％，RC造は約15％の削減となった。シミュレ
ーションでは一般にいわれる値と比べ，冷房ではほぼ同
等，暖房時はさらに大きい削減効果が確認された。
・冷暖房設定温度の緩和によってエネルギー消費削減効果
が認められたが，エネルギー消費の面だけでなく，熱的
な快適性も重要である。エネルギー消費量の面では快適
範囲をこえても，住まい方の工夫，意識によって，快適
性は向上が見込まれ，今後，本研究において検討が必要
である。
・涼感を得る方法の一つとして，窓を開放して，通風の確
保があるが，実際に冷房をつけずに窓を開放したときに
排気される熱量を求めた。排気熱量は1時間ごとの値を
求め，その合計を平均した。換気回数1回/hでは排気
熱量は300W程度であるが，換気回数5回/hで排気熱
量は平均して1000W，10回/hで2000W程度となるこ
とがわかった。
冷暖房設定温度の緩和によるエネルギー消費削減率は，
冷房に比べて暖房が大きかったが，冷房は健康に関わる問
題，夏期の日中に冷房使用が集中することで起こる電力供
給迫の問題等がある。また，特に冷房時に居住者の特性，
住まい方，意識によって，エネルギー消費量が変わると考
えられる。また，大人の環境調整行動が，子どもにも影響
を与えると予想されることから，次に，子どもをもつ家庭
を対象にアンケートによる夏期の冷房使用の実態を調査し
た。本報では，子どもがいる家庭の環境調整行動の分類の
ための手始めとして，主に子どもの健康への配慮からエア
コンを控えることがあるか，また，使用日数との関係につ
いて比較した。
アンケート調査は，東京，神奈川の0歳から小学生まで
の子どものいる880家庭を対象に配付し，回収率75％で
あった。調査の結果から，以下のことが明らかとなった。
・暑がり寒がりの程度と冷房に対する苦手感の関係は，
大人は子どもよりも，暑がりなほど冷房に対する苦手感
がなく，暑がりで冷房が苦手な人の割合がかなり低いこ
とから，暑いと感じたときの行動として，冷房を使用す
る可能性が高いと考えられる。
・各家庭における暑さ対策では，約50％が通風の確保を
行っており，窓開放によって，新鮮な空気を取り入れよ
うとしていることがわかった。
・各家庭で保有する冷房機器は，エアコンの保有率が非常
に高く95.7％，扇風機が72.2％，放射冷房が13.2％で
あった。エアコンを使用する状況としては，湿気が多い，
通風が確保できない，子どもの様子をみて使用している
ことがわかった。
・今回のアンケート調査では，Ⅳ地域の東京，神奈川を対
象地域としたが，東京の気温を基準として各地域の冷暖
房設定期間の検討結果と比較すると，Ⅳ地域の冷房使用
期間（6～9月）の終了時期の9月下旬までに86％が使
用を終え，使用日数は2～3カ月が31％，3～4カ月が
26％であった。
・およそ75％がエアコンの使用を控えることがあり，そ
のうち午前中，睡眠時がそれぞれ40％程度で，時間帯
によって使い分けていることがわかった。
―82―
・「エアコンの使用を控える理由」について因子分析を行
った結果，4因子が抽出され，子どもの健康への配慮か
らエアコンを控える意識が高いことが明らかとなった。
・エアコンの使用日数が多ければエネルギー消費量も増加
するので，エアコンの使用日数と「エアコンの使用を控
える理由」の関係を比較したところ，今回の調査では，
明確な差はみられなかった。
以上，エアコンの使用や設定温度は，外気温との関係も
あり，今後は，子どもをもつ家庭において住宅の熱環境を
実測し，居住者の冷房使用に関する意識と実際の環境調整
行動の関連について，さらに研究を進める予定である。
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